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天野博物館友の会 会員の皆様

天野博物館友の会会員の皆様、日頃より多大なるご支援を賜り誠にありがと

うございます。おかげさまをもちまして、わが父天野芳太郎の意思を受け継ぎ

つつアンデス文化の普及に日々邁進を続けております。

本年で天野芳太郎生誕 120周年を迎え、学術書の出版記念会や、南米各地で

活躍する現代のアーティストらによる絵画の企画展を行うなど博物館としての

活動も活発に実施して参りました。また、5月 5日から6月 23日 にかけて、ベル

ー味の素社様が創立 50周年を記念して、「ベルー文化の庇護者、天野芳太郎」

と題し当館にて企画展を開催してくださいました。お勤めの方やその家族など

も多数来館され大いににぎわいました。‐方で、ベルー政府も天野芳太郎の文

化面での貢献を高く評価し、生誕 120周年を記1念して、肖像写真がデザインさ

れた切手が発行される予定です。こうした活動により博物館の名が地方にまで

広まり、より多くの人々に来館頂くことは、施設の保全のための資金確保とい

う点でも大変重要なことの一つと考えております。

東京上野の国立科学博物館での展示を皮切りに始まった「古代アンデス文明

展」。当館からも6点出品させて頂いております。現在は仙台市博物館で 9月 30

日まで開催中です。その後は広島、名古屋、福島、静岡、福岡と日本各地を巡

回する予定です。この他、今年 9月までドイツ連邦共和国美術展示館で開催中

の企画展「ナスカーペルー 砂漠に残された足跡を探して」にも6点出品中で
す。これら海外での企画展への出品はベルー文化の普及という点で非常に有益

で、当館を合めベルーの観光産業にとつての大きなプロモーシヨンとなるでし

ょう。加えて最近では、近隣の学校へのアプローチにも取り組んでおり、すで

にいくつかのリマ市内の学校の児童が来館しています。

以上のように来館者増加のための活動を続けておりtこ うした地道な取り組

みこそが国内外からより多くのお客様に来館頂くために必要なことだと考えて

おります。最後に、今一度会員の皆様への感謝の気持ちを述べさせて頂き、挨

拶に代えさせて頂きます。
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